


別紙                       氏 名 早川 八郎

質 問 事 項

№ １

行政の振込の実態について

要

旨

行政における振込の実態は、2024 年 10 月以降、指定金融機関に対する内

国為替制度運営費が課されるようになった。以前は一部を除いて無料だった

公金関連の振込手数料が有料化され、行政のコストが増加する見込みである

ため、手数料削減に向けた取組が必要となってきた。

それに伴い、以前に比べて手数料負担が増加しており、それを踏まえたコ

スト削減策が求められている。そこで、以下伺う。

（１） 内国為替制度運営費が課されることについて

    このことによる本市の影響について伺う。

（２） 振込（支払）の実態について

    民間でいう支払条件である、本市の締め日と支払日について伺う。

（３） 民間企業（取引業者）への振込の実態について

    振込手数料削減のために、できる限りまとめて振込（支払）をして

いると耳にしたが、その実態について伺う。

（４） ボランティア団体への振込実態について

    民間企業と同じく振込手数料削減の取組をしていると思うが、その

実態について伺う。

（５） 振込実態における問題点について

    振込手数料削減の取組のやり方次第では、民間企業やボランティア

団体への負担が増すことになる。その点について、行政はどのように

考えているのかを伺う。

※ 申し合わせ事項に留意する。
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別紙                       氏 名 早川 八郎

質 問 事 項

№ ２

「稼ぐ！プロジェクト」の始動について

要

旨

新たな歳入確保に向け、短期集中・部署横断で取り組むタスクフォースに

よる「稼ぐ！プロジェクト」を始動し、そのタスクフォースの構成員は、中

堅職員 31 名で、「新たな広告収入の獲得」「公有財産の有効活用」「クラウ

ドファンディングの拡充」などの個別テーマごとのグループに分かれて、歳

入確保案の具体化を進めているとのこと。そこで、以下伺う。

（１） プロジェクトの方向性について

  このプロジェクトは、自由な発想を受け入れる体制なのかを伺う。

（２） 成果報告会について

    成果報告会が、８月 19 日に開催されたと思うが、その内容について

伺う。

（３） 成功体験からの出発について

    成果報告会後、実現可能なものを速やかに予算編成に反映させると

のことだが、チャレンジ的なこの事業を一過性なものにしないために

は、小さな成功体験の積み重ねが、やがて大きな成果となると考え

る。この事業の今後の進め方について伺う。

※ 申し合わせ事項に留意する。
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別紙                       氏 名 早川 八郎

質 問 事 項

№ ３

市民プールの未来像について

要

旨

老朽化した市民プールへの多額の寄付の方のおかげで、全面改装が始ま

り、来年夏にはリニューアルオープンの予定である。そこで、市民プールの

未来像について、以下伺う。

（１） オープニングイベントについて

    オープニングにおけるイベントの考えについて伺う。

（２） ネーミングについて

    愛される市民プールにするための通称（ネーミング）について伺

う。

（３） リニューアルではなく、リブランドとしてのオープンについて

    リニューアルオープンは既存の改装、リブランドオープンはブラン

ドイメージを一新して生まれ変わるという違いがある。

    リブランドオープンという視点から、以下の利用（運用）について

伺う。

   ア プール利用期間の趣向を凝らした利用（運営）について

   イ プール利用期間以外の趣向を凝らした利用（運営）について

※ 申し合わせ事項に留意する。
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